
(様式第10)

東海北陸厚生局長　殿
三重大学医学部附属病院長
開設者名 伊 藤　正 明 印

1　開設者の住所及び氏名

(注)

2　名称

3　所在の場所
〒 －

電話( 059 )　232 － 1111

4　診療科名
4-1　標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜
2

(注)　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2　標榜している診療科名
(1)内科

内科 ○ 有 ・ 無
内科と組み合わせた診療科名等
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

診療実績

(注) 1

(注) 2

(注) 3

番 号
平成２６年１０月 １日

〒514-8507 三重県津市江戸橋2丁目174
病院長　伊藤　正明

国立大学法人三重大学医学部附属病院

「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科名等」
欄に記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

国立大学法人三重大学医学部附属病院の業務に関する報告について

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3の規定に基づき、平成２６年度の業務
に関して報告します。

記

514 8507

三重県津市江戸橋2丁目174

総合内科、循環器内科、消化器・肝臓内科、呼吸器内科、腎臓内科、血液内科、腫瘍内科、糖尿
病・内分泌内科、総合診療科

住 所
氏 名

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か
つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に
は法人の名称を記入すること。

「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

神経内科



(2)外科
外科 ○ 有 ・ 無
外科と組み合わせた診療科名等
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

診療実績

(注) 1

(注) 2

(3)その他標榜していることが求められる診療科名
1 精神科 2 小児科 3 整形外科 4 脳神経外科 5 皮膚科 6 泌尿器科 7 産婦人科
8 産科 9 婦人科 10 眼科 11 耳鼻咽喉科 12 放射線科 13 放射線診断科

14 放射線治療科 15 麻酔科 16 救急科
(注)　標榜している診療科名の番号に○印を付けること。

(4)歯科
歯科 ○ 有 ・ 無
歯科と組み合わせた診療科名等
1 歯科口腔外科 2 3 4 5 6 7

歯科の診療体制

(注) 1

(注) 2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名
1 循環器科 2 形成外科 3 病理診断科 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

(注)　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

3 0 床 床 床 床 6 5 5 床 6 8 5 床

一般外科、消化管外科、肝胆膵・移植外科、呼吸器外科、乳腺外科

「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標
榜している診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計

小児外科 心臓血管外科



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数
（平成 2 6 年 9 月 1 日現在）

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(注) 1 　申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。
(注) 2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
(注) 3

7　専門の医師数 （平成 2 6 年 8 月 1 日現在）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注)

8　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数
歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2

(注) 3

(注) 4

常 勤 非 常 勤 合 計 員 数

歯科技工士

臨床工学技士

診療放射線技師

助 産 師
看 護 師

准看護師
歯科衛生士

管理栄養士

員 数
医 師

歯科医師

薬 剤 師

保 健 師

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

診療エック
ス線技師

臨床検査技
師

衛生検査技
師

そ の 他

職 種 職 種 職 種

1

1 2 2.2 7 0

0

17 1 17.6 7 55
臨
床
検
査

420 23 425.0 80

49 0 49.0 2

17 4
28 3 29.8 0 0あん摩マッサージ指圧師

医療社会事
業従事者

義肢装具士

22
213
47

「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換
算した員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出
して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

専門医名 人　数 専門医名 人　数

4.2
2.0
10.8

0
2
37

0
2
6

6
0
6

その他の技術員

その他の職員

事 務 職 員
栄 養 士

放 射 線 科 専 門 医
脳神経外科専門医
整 形 外 科 専 門 医
麻 酔 科 専 門 医
救 急 科 専 門 医

総 合 内 科 専 門 医
外 科 専 門 医
精 神 科 専 門 医
小 児 科 専 門 医
皮 膚 科 専 門 医

7
14
199

　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数
と常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

5
7
8
13
17

合　計

33
48
6
12
10
11
8

泌 尿 器 科 専 門 医
産 婦 人 科 専 門 医

眼 科 専 門 医
耳鼻咽喉科専門医

542
1,222

625
122
7

必 要 薬 剤 師 数
必 要 （ 准 ） 看 護 師 数

529
1,125

13
98

19
313

１日当たり平均入院患者数
１日当たり平均外来患者数
１日当たり平均調剤数
必 要 医 師 数
必 要 歯 科 医 師 数

「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、
「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療科を受診した患者数を記入すること。

入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦
日で除した数を記入すること。

外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で
除した数を記入すること。

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除し
た数を記入すること。



(注) 5

9　施設の構造設備

㎡ 床

［固定式の場合］ ㎡ 床

［移動式の場合］ 台

［専用室の場合］ ㎡

［共用室の場合］ 共用する室名
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ 室数 室 人
㎡ 室数 室 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
(注) 2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

10　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

(注) 2 　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
(注) 3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

施 設 名 床 面 積 主要構造 設 備 概 要
集 中 治 療 室 心 電 計 有・無

必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療
法施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

12

病 理 解 剖 室
研 究 室
講 義 室
図 書 室

病 床 数
人 工 呼 吸 装 置

床面積 53
なし

608

41
81
236
32
657

1,423

無 菌 病 室 等

医 薬 品
情 報 管 理 室

化 学 検 査 室
細 菌 検 査 室
病 理 検 査 室

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

遠心機、クリーンベンチ
顕微鏡、遠心機、クリーンベンチ
顕微鏡、染色装置
電動昇降式解剖台
遺伝子解析装置、液体クロマトグラフ、自動洗浄機

有・無
有・無

床面積
台 数

病床数374 34

心 細 動 除 去 装 置
ペ ー ス メ ー カ ーその他の救急蘇生装置

有・無
有・無

平成25年　4月　1日～平成26年　3月31日算 定 期 間

紹 介 患 者 の 数
他の病院又は診療所に紹介した患者の数
救急用自動車によって搬入された患者の数

初 診 の 患 者 の 数

紹 介 率

収容定員
蔵 書 数

1,089
54,000

18
2759 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入す
ること。

12,787
8,293
720

18,702

算
出
根
拠

逆 紹 介 率72.2 44.3



(様式第2)

1　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

取扱患者数

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類

先天性血液凝固異常症の遺伝子診断 3

ＥＢウイルス感染症迅速診断（リアルタイムＰＣＲ法） 0

ＣＹＰ２Ｃ１９遺伝子多型検査に基づくテーラーメイドのヘリコバクター・ピロリ除菌療法 39

IL28Bの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価 31

実物大臓器立体モデルによる手術支援 1

末梢血単核球移植による血管再生治療 2

腹腔鏡下子宮体がん根治手術 1



(様式第2)

2　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽
性であって、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

0

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類 取扱患者数

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内
投与（三週間に一回投与するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発
性腹膜がん

1

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法　コレステロール塞栓症 0

蛍光膀胱鏡を用いた５－アミノレブリン酸溶解液の経口投与又は経尿道投与による膀胱がんの
光力学的診断　筋層非侵潤性膀胱がん

5

解離性大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術　保存治療が困難なスタンフォードＢ型解離
性大動脈瘤

0

早期胃癌に対する腹腔鏡下センチネルリンパ検索 0

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第三各号に掲げる先進医療について記入すること。



(様式第2)

3　その他の高度の医療
人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

(注) 1
(注) 2

ラジオ波通電用手電極をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍に穿刺し、腫瘍に対してラジオ波発生装置によ
る凝固療法

高度の医療の提供の実績

医療技術名 取扱患者数　　副腎腫瘍に対するラジオ波焼灼療法 0

医療技術名 　　舌下免疫療法 取扱患者数 0

スギ花粉症の原因であるスギ花粉のエキスを食パンのかけらにたらし、舌の下に２～３分程度含むことによ
り、エキスを継続的に体内に入れて体を慣らし、アレルギー反応を減らす

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専
門的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機
関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること(当該医療が
先進医療の場合についても記入すること)。

医療技術名 取扱患者数

　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。



(様式第2)

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

(注)「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型(うっ血型)心筋症

神経線維腫症

亜急性硬化性全脳炎

人

・

多系統萎縮症(線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガ症候群)・

間脳下垂体機能障害
(ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常
症、ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異
常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症)

・

131

12

人

人

重症多形滲出性紅斑(急性期)

黄色靱帯骨化症

パーキンソン病関連疾患(進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病)

球脊髄性筋萎縮症

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

肥大型心筋症

拘束型心筋症

ミトコンドリア病

リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

表皮水疱症(接合部型及び栄養障害型)

ハンチントン病

モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)

後縦靱帯骨化症

脊髄小脳変性症

クローン病

難治性の肝炎のうち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱瘡

6

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

アミロイドーシス

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

バッド・キアリ(Budd-Chiari)症候群

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

ライソゾーム病

副腎白質ジストロフィー

家族性高コレステロール血症(ホモ接合体)

脊髄性筋萎縮症

特発性間質性肺炎

網膜色素変性症

プリオン病

肺動脈性肺高血圧症

2

56

0

0

0

12

7

0

20

0

1

13

0

0

3

57

3

9

1

47

7

17

15

64

2

40

9

32

44

156

2

6

25

198

66

1

2

1

高度の医療の提供の実績

疾 患 名 疾 患 名 取扱患者数取扱患者数

54

16

292

18

53

50

135

2

43

65

38

1

23

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

21

3



(様式第2)

5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(基本診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・新生児特定集中治療室退院調整加算

新生児特定集中治療室管理料１

小児入院医療管理料４

救命救急入院料４

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊婦管理加算

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

患者サポート体制充実加算

急性期看護補助体制加算

看護補助加算３

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

呼吸ケアチーム加算

病棟薬剤業務実施加算

データ提出加算

医療安全対策加算１

感染防止対策加算１（感染防止地域連携加算）

診療録管理体制加算

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料（７対１入院基本料）

臨床研修病院入院診療加算

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

妊産婦緊急搬送入院加算

無菌治療室管理加算１

重症皮膚潰瘍管理加算

緩和ケア診療加算

がん診療連携拠点病院加算

栄養サポートチーム加算



(様式第2)

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(特掲診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・検体検査管理加算（Ⅰ） 無菌製剤処理料

造血器腫瘍遺伝子検査 心臓ＭＲＩ撮影加算

ＨＰＶ核酸検出 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 外来化学療法加算１

医療機器安全管理料２ 冠動脈ＣＴ撮影加算

歯科治療総合医療管理料 外傷全身ＣＴ加算

持続血糖測定器加算 大腸ＣＴ撮影加算

肝炎インターフェロン治療計画料 遠隔画像診断

薬剤管理指導料 ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

医療機器安全管理料１ CT撮影及びMRI撮影

がん治療連携計画策定料 センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

がん治療連携管理料 ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

認知症専門診断管理料 画像診断管理加算１、２

地域連携診療計画管理料 コンタクトレンズ検査料１

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 内服・点滴誘発試験

糖尿病透析予防指導管理料 皮下連続式グルコース測定

外来リハビリテーション診療料 長期継続頭蓋内脳波検査

外来放射線照射診療料 補聴器適合検査

糖尿病合併症管理料 検体検査管理加算（Ⅳ）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

高度難聴指導管理料 検体検査管理加算（Ⅲ）

がん患者指導管理料３ 胎児心エコー法

外来緩和ケア管理料 ヘッドアップティルト試験

移植後患者指導管理料 人工膵臓

がん性疼痛緩和指導管理料 遺伝カウンセリング加算

がん患者指導管理料１ 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

がん患者指導管理料２ 植込型心電図検査

開放型病院共同指導料 ロービジョン検査判断料



・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

網膜再建術 生体腎移植術

人工内耳植込術 膀胱水圧拡張術

植込骨導補聴器の植え込み及び接合子付骨導端子又
は骨導端子の交換

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） 経皮的大動脈遮断術

羊膜移植術 腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

同種死体腎移植術

腫瘍脊椎骨全摘術 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合
失調症治療指導管理料に限る。）

両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

医療保護入院等診療料 大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの） 補助人工心臓

認知療法・認知行動療法
植込型心電図記録計移植術及び植型心電図記録計摘
出術

精神科ｼｮｰﾄ･ｹｱ「小規模なもの」 両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

精神科ﾃﾞｲ･ｹｱ「小規模なもの」
植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

腹腔鏡下小切開副腎摘出術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ（拡大副鼻腔手術） 人工尿道括約筋植込・置換術

歯科口腔リハビリテーション料２ 経皮的冠動脈形成術

心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ｉ） 経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

透析液水質確保加算 ダメージコントロール手術

一酸化窒素吸入療法 腹腔鏡下肝切除術

う蝕歯無痛的窩洞形成加算 生体部分肝移植術

脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ） 経皮的冠動脈ステント留置術

運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 経皮的中隔心筋焼灼術

呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

歯科技工加算 同種死体肝移植術

皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ
節加算を算定する場合に限る。）

腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘
出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及
び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄
刺激装置交換術

・

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科
診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動
を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限
る。）

・

人工乳房及び組織拡張器
医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点
数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍術（子宮体がんに限る）

乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネ
ルリンパ節加算２

胎児胸腔・羊水腔シャント術



・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

輸血管理料Ⅱ

貯血式自己血輸血管理体制加算

自己生体組織接着剤作成術

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

内視鏡手術用支援機器加算

歯周組織再生誘導手術

手術時歯根面レーザー応用加算

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

麻酔管理料(Ⅰ)

定位放射線治療呼吸移動対策加算

ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速病理組織標本作製

麻酔管理料（Ⅱ）

放射線治療専任加算

外来放射線治療加算

高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

強度変調放射線治療（IMRT)

１回線量増加加算

画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

体外照射呼吸性移動対策加算

定位放射線治療

・

ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速細胞診

病理診断管理加算２

クラウン・ブリッジ維持管理料

歯科矯正診断料

顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必
要とするものに限る。）の手術前後における歯科矯
正に係るもの）



(様式第2)

7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(注) 1 　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2

8　病理・臨床検査部門の概要
1.
2.

剖検症例数 例 剖検率 ％

「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以
降に、健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法(平成六年厚生省告示第五十四号)に
先進医療(当該病院において提供していたものに限る。)から採り入れられた医療技術について記入す
ること。

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

ＨＤＲＡ法又はＣＤ－ＤＳＴ法による抗悪性腫瘍感受性試験

先天性難聴の遺伝子診断

臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床検査部門と病理診断部門は別々である。
臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

腹腔鏡下子宮体がん根治手術

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

１回／２ヶ月

／17 5.5剖 検 の 状 況



(様式第3)

1　研究費補助等の実績

白血病幹細胞生成過程の統合オミクス
解析 野阪　哲哉 大学院医学系研究科

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額 補助元又は委託元

¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

２光子励起顕微鏡を用いた大腸癌化及
び癌、周囲間質応答の新規確証提示 楠　正人 大学院医学系研究科 ¥400,000

補

委

日本学術振興会

セクレトームに基づくマラリア肝臓ス
テージの宿主寄生虫間相互作用の解明 油田　正夫 大学院医学系研究科 ¥12,400,000

補

委

日本学術振興会

分子遺伝子学を導入した運動器不安定
症疫学調査 須藤　啓広 大学院医学系研究科 ¥4,700,000

補

委

日本学術振興会

プロテオミクスによる酸化損傷蛋白質
を指標としたパーキンソン病リスク評
価法の開発

及川　伸二 大学院医学系研究科 ¥4,900,000

補

委

日本学術振興会

二光子レーザー顕微鏡による生命現象
の動画を用いた生命科学実感教材の開
発

溝口　明 大学院医学系研究科 ¥3,500,000

補

委

日本学術振興会

中枢神経系機能性疾患における病態成
熟過程の解析 岡田　元宏 大学院医学系研究科 ¥2,700,000

補

委

日本学術振興会

生体内機能的Ｔ細胞の運命決定因子の
解明とそのＴ細胞レセプター改変細胞
療法への応用

池田　裕明 大学院医学系研究科 ¥4,000,000

補

委

日本学術振興会

胎生期静脈化メカニズムを応用した静
脈グラフト治療の実験的研究 武藤　紹士 大学院医学系研究科 ¥7,000,000

補

委

日本学術振興会

マイクロＲＮＡを指標とする分子疫学
と実験研究に基づく繊維・粒子状物質
のリスク評価

平工　雄介 大学院医学系研究科 ¥4,400,000

補

委

日本学術振興会

乳癌進展における微小環境シグナリン
グのリン酸化プロテオミクス解析と組
織での可視化

吉田　利通 大学院医学系研究科 ¥3,500,000

補

委

日本学術振興会

看護学生のコミュニケーション能力の
向上を目指した継続的教育方法の検討 井村　香積 医学部 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

ヒト嗅細胞における嗅覚情報伝達機構
の解明 小林　正佳 大学院医学系研究科 ¥800,000

補

委

日本学術振興会

中国南部における上咽頭癌の早期診断
法の開発とスクリーニングシステムの
構築

村田　真理子 大学院医学系研究科 ¥5,000,000

補

委

日本学術振興会

炎症関連発がんにおけるエピゲノム異
常の機構解明とがん予防・治療への応
用

村田　真理子 大学院医学系研究科 ¥5,800,000

補

委

日本学術振興会

途上国における食と生活習慣によるア
ルツハイマー病発症のリスク評価と予
防法の構築

翠川　薫 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

職場におけるいじめ、ハラスメント、
自殺の予防法の開発 高木　二郎 大学院医学系研究科 ¥700,000

補

委



日本学術振興会

新たな手法によるパラミクソウイルス
媒介膜融合の分子機構の解析 鶴留　雅人 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

末梢におけるＦＯＸＰ３陽性制御性Ｔ
細胞への分化メカニズム解析とがん治
療への応用

宮原　慶裕 大学院医学系研究科 ¥800,000

補

委

日本学術振興会

ＢＭＰＲ２関連遺伝子改変マウスを用
いた炎症性肺高血圧モデルの作成 澤田　博文 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

フローサイトメトリーによる核酸代謝
酵素欠損症診断法の基礎的検討 登　勉 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

地域医療再生のための卒前キャリアパ
ス教育のあり方に関するプロスペク
ティブ研究

櫻井　洋至 大学院医学系研究科 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

肥満による慢性炎症性病変の新規制御
機構の解析 緒方　正人 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

弱毒化ポリオウイルスを用いた悪性骨
軟部腫瘍に対する画期的な細胞融解療
法の開発

松峯　昭彦 大学院医学系研究科 ¥700,000

補

委

日本学術振興会

進行肝細胞癌に対する、標準的肝動注
化学療法の確立に関する多施設共同研
究

高木　治行 医学部 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

３テスラＤＥＮＳＥ　ＭＲＩによる左
室壁内心筋ストレインの定量的評価 佐久間　肇 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

ＩＬ－１０の局所誘導によるスギ花粉
症及びアトピー性皮膚炎の治療 山中　恵一 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

地域密着型クリニックを拠点とする運
動器不安定症高齢者の運動支援プログ
ラム開発

福録　恵子 医学部 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

師長職の成長過程と成長過程に関与す
る経験の意味 後藤　姉奈 医学部 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

トランスジェニックウサギを用いた錐
体系網膜電図の新しい概念の確立 近藤　峰生 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

人工呼吸器誘発肺傷害（ＶＩＬＩ）の
硫化水素による治療 張　尓泉 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

インテグリン活性化制御の"乱れ"は免
疫感受性を高めるか？ 島岡　要 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

エリオシトリンによるメタボリックシ
ンドローム改善作用の網羅的メカニズ
ム解析

島田　康人 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

産科シミュレーターによる助産師学生
への効果的な会陰保護技術トレーニン
グ方法と評価

井関　敦子 医学部 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

ゼブラフィッシュにおける発達神経毒
性を指標とした放射線影響評価 西村 有平 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会
パーキンソン病の自動車運転能力を正
しく評価し療養者と社会の安全を守る
研究

成田　有吾 医学部 ¥1,200,000

補

委



日本学術振興会

加齢による肝疾患の病態制御の分子基
盤の解明―特にＳＩＲＴ１の機能解析
―

白木　克哉 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

高温暴露時の心臓への熱による直接的
傷害の機序解明 那谷　雅之 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

抗凝固療法のモニターと新しい抗血栓
機序の解明 和田　英夫 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

弱毒ポリオウイルスを用いた神経芽腫
の新しい治療法の研究 豊田　秀実 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

エピゲノム制御分子を介した白血病の
分子病態の解明 小埜　良一 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

ＲＮＡ干渉を応用した慢性閉塞性疾患
の新規治療戦略の開発

Ｇａｂａｚｚａ　Ｅｓｔｅｂａｎ 大学院医学系研究科 ¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

心臓線維化における、内皮間葉移行現
象の分子機序の解明 岡本　隆二 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

癌胎児性抗原特異的キメラ抗原受容体
導入Ｔ細胞による消化器癌治療法の開
発

王　立楠 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

肝移植における肝炎ウィルス再発に対
するテーラーメード治療 臼井　正信 大学院医学系研究科 ¥700,000

補

委

日本学術振興会

パニック障害における脳内ネットワー
ク障害と疾患発症要因についての統合
的研究

谷井　久志 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

花粉症皮膚炎の病態解明と抑制性細胞
誘導による治療 水谷　仁 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

肺高血圧における細胞外マトリックス
の役割とその制御 新保　秀人 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

硫酸化ジェラン線維性素材を用いた生
理活性コイルの開発研究 松島　聡 大学院医学系研究科

食道癌に同時発現している癌抗原分子
間でのがんワクチン前後の免疫拡大と
その意義

影山　愼一 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

硫化水素による実験的肺高血圧治療と
内因性硫化水素産生系の解析 丸山　一男 大学院医学系研究科 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

非アルコール性脂肪性肝障害における
組織リモデリング機構の共通基盤の解
明

竹井　謙之 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

MCP-1およびテネイシンCによる造血細
胞由来癌関連線維芽細胞の動員と大腸
癌進展

桝屋　正浩 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

アピコンプレクサ類原虫侵入ステージ
形成の分子基盤の解明 金子　伊澄 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

地域高齢者の防災対策を基盤とした地
域防災力強化のためのシステム構築 磯和　勅子 医学部 ¥1,400,000

補

委



日本学術振興会

リンパ球造血異常の解析からの骨髄増
殖性腫瘍の病態解明へのアプローチ 片山　直之 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

RNA干渉を応用した肺高血圧症の新期治
療戦略の開発 田口　修 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

内皮細胞間ギャップ結合による血管新
生の制御機構の解明 岡本　貴行 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

EUS-FNA検体を用いた、新たな膵癌集学
的治療戦略 伊佐地　秀司 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

直腸癌術前化学放射線療法後の再発機
序と宿主依存性因子の解明 三枝　晋 大学院医学系研究科 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

胃癌リンパ節転移特異性lncRNAの解明-
胃癌外科的個別化治療を目指して- 大井　正貴 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

臨床病期Cの進行肝癌に対するソラフェ
ニブと肝動脈塞栓併用療法：多施設共
同臨床試験

浦城　淳二 大学院医学系研究科 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

インスリン様成長因子が神経芽腫細胞
の生存・増殖に果たす役割の解明 駒田　美弘 大学院医学系研究科 ¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

細胞競合により制御される前立腺癌間
質リモデリングの解明 石井　健一朗 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

悪性骨軟部腫瘍に対する新規温度反応
性リポソームとラジオ波焼灼術との併
用療法の検討

淺沼　邦洋 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

光感受性物質アクリジンオレンジによ
る放射線治療効果増幅法の研究 松原　孝夫 大学院医学系研究科 ¥2,100,000

補

委

日本学術振興会

二光子励起顕微鏡を用いた敗血症マウ
ス微小循環障害の生体内リアルタイム
イメージング

小林　美奈子 大学院医学系研究科 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

地域資源を活用した介護保険施設の福
祉避難所機能強化を目指した防災シス
テムの構築

北川　亜希子 医学部 ¥800,000

補

委

日本学術振興会

がん患者のアドバンス・ケア・プラン
ニングがもたらす効果に関する研究 辻川　真弓 医学部 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

チーム医療を担う人材育成のための看
護基礎教育プログラムの開発 林　智子 医学部 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

原発性線毛運動不全症の診断精度向上
に関する研究 竹内　万彦 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会
疎水化多糖ナノゲルのイムノトランス
ポーター機能の機構解析と新規がん治
療法への展開

原田　直純 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

看護系大学院生の論文作成のための統
計学教育方法及び支援システムの検討 中野　正孝 医学部 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

在日ブラジル人妊産婦の心身の健康状
態とその社会的意味づけ及び対処行動
について

畑下　博世 医学部 ¥2,000,000

補

委



プロテオーム・メタボローム解析を用
いたＡＬＳ発症機構の解明とバイオ
マーカーの探索

及川　伸二 大学院医学系研究科 ¥600,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

造血系疾患の治療を目指した歯髄、骨
髄の神経堤及び中胚葉由来間葉の造血
支持能の研究

山崎　英俊 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

生体吸収性ステントを支持基盤とした
新たな血管吻合法の開発 武藤　紹士 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

二光子レーザー顕微鏡を用いた炎症性
腸疾患モデルの生体内消化管全層解析
と病態解明

楠　正人 大学院医学系研究科 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

時空特異的白血病幹細胞発生モデルと
病態特性 野阪　哲哉 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

微小粒子状物質による炎症反応におけ
るエンドソーム・リソソームの役割の
解明

平工　雄介 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

新規腫瘍免疫寛容モデルの創成とヒト
悪性腫瘍免疫治療機構 田中　利男 大学院医学系研究科 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

電位依存性カリウムイオンチャネルに
よる神経活動依存的なシナプス形成機
構の解明

木村　一志 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

個別化医療の時代に出現した新たな創
薬ベンチャー・モデルに関する研究 西村　訓弘 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

薬毒物動態学的アプローチによる合法
ハーブの毒性解明 池村　真弓 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

自然発生腫瘍マウスにおける抑制性免
疫動態に関する研究 瀬尾　尚宏 大学院医学系研究科 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

キメラ抗原受容体導入Ｔｈ１／Ｔｈ１
７を用いたＴ細胞輸注療法のパラダイ
ムシフト

加藤　琢磨 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

次世代型経鼻噴霧ワクチンベクターを
用いた乳癌の転移抑制 河野　光雄 大学院医学系研究科 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

毛髪ミネラルとアトピー性皮膚炎との
関連調査－６年後の追跡－ 山田　知美 大学院医学系研究科 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

ストレス性内耳疾患の病態解明と臨床
への応用

江藤　みちる（伊田みちる 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

類洞内トロンビンレセプターの活性制
御からみた脂肪肝手術適応拡大を目指
した基礎研究

浜田　賢司 大学院医学系研究科 ¥900,000

補

委

日本学術振興会

サリドマイド投与による自閉症モデル
ラットの解析 大河原　剛 大学院医学系研究科 ¥800,000

補

委

日本学術振興会

ＳｃＦｖ化抗テネイシンＣ抗体による
心疾患の分子標的イメージング診断法
の確立

下條　尚志 医学部 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

児童生徒における心臓性院外心停止の
疫学像の解明と学校心電図検診の役割 大橋　啓之 医学部 ¥1,800,000

補

委



日本学術振興会

新しい４次元ＣＴ血管造影を用いた脳
動脈瘤破裂メカニズムの解明 梅田　靖之 大学院医学系研究科 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

チオレドキシンによる炎症性大腸発が
ん制御とその機構解明 鳥井　美江 大学院医学系研究科 ¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

食餌性肥満ゼブラフィッシュを用いた
糖代謝異常ゲノムメカニズムの解明研
究

臧　黎清 医学部 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

従来型ワクチンを凌ぐ有効性を持つマ
クロファージ指向型ワクチンの免疫誘
導機構の解明

村岡　大輔 大学院医学系研究科 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

高齢者終末期ケアにおける多職種連携
に対するケア専門職の認識と関連要因
の検討

平松　万由子 医学部 ¥500,000

補

委

日本学術振興会

外来通院中のがん患児のディフィシル
感染予防に向けた教育プログラムの開
発

村端　真由美 医学部 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

末梢神経再生における骨代謝関連因子
の検討 國分　直樹 大学院医学系研究科 ¥2,500,000

補

委

日本学術振興会

軟骨再生における荷重負荷の影響につ
いて 西村　明展 大学院医学系研究科 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

肝虚血性再灌流障害（IRI）は脂肪肝成
因によって異なるか？ 藤井　武宏 大学院医学系研究科 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

回腸粘膜上皮細胞の遺伝子発現情報を
用いた潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎予測
法の開発

大北　喜基 医学部 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

血球細胞のp38経路を介した代謝と老化
の制御機構 大隈　貞嗣 大学院医学系研究科 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

認知神経科学的アプローチによる音楽
の認知症予防・進行抑制作用の解明 田部井　賢一 大学院医学系研究科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

実践的看護技術力強化のためのシミュ
レーター開発と教育効果の検討 種田　ゆかり 医学部 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

口腔悪性腫瘍治療効果の向上を目的に
したＢａｘ　ｍＲＮＡ導入遺伝子治療
の開発

奥村　健哉 大学院医学系研究科 ¥1,800,000

補

委

日本学術振興会

小児急性リンパ性白血病の微小残存病
変を用いた白血病幹細胞特性解析の試
み

出口　隆生 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

肝臓に対するインクレチン作用機序の
解明 藤田　尚己 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

炎症性サイトカインによる尿細管薬物
トランスポータの機能制御とその役割
解明

奥田　真弘 医学部附属病院 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

大腸癌肺転移に対する経皮的ラジオ波
凝固療法と肺切除の無作為化臨床比較
試験

山門　亨一郎 医学部附属病院 ¥800,000

補

委

日本学術振興会
胃癌腹膜播種形成に関与するエピジェ
ネティック変化の分子機構と治療への
応用

安田　裕美 医学部附属病院 ¥1,000,000

補

委



直腸癌に対する化学放射線療法の最適
化～エピジェネティックスの導入によ
る新展開～

井上　靖浩 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

エリスロポエチンによる虚血障害脊髄
組織の再生 平野　弘嗣 医学部附属病院 ¥700,000

補

委

日本学術振興会

肺虚血再灌流障害の発症機序ー薬剤に
よるＩＰＣ現象の確立ー 島本　亮 医学部附属病院

日本学術振興会

冠動脈MRAにおける冠動脈狭窄のコン
ピュータ支援検出システムの構築と有
用性の検証

中山　良平 医学部附属病院 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

炎症性サイトカイン抑制による骨肉腫
肺転移の制御 若林　弘樹 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

椎間板修復治療の臨床応用－生物学的
修復治療の開発－ 明田　浩司 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

ヒトリンパ球系分化の包括的解析と骨
髄リンパ球ニッチの役割の解明 大石　晃嗣 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

RNAiを用いた難治性呼吸器疾患治療へ
の創薬の研究 小林　哲 医学部附属病院 ¥1,500,000

補

委

難治性副鼻腔炎におけるトランス
フォーミング成長因子αの役割と治療
法の開発

石永　一 医学部附属病院 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

糖尿病薬併用療法におけるファーマコ
ゲノミクス検査の有用性の検討 中谷　中 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

白金系抗がん薬の過敏症発現機序に基
づく再投与可能患者の選別法構築 岩本　卓也 医学部附属病院 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

勃起不全治療薬ホスホジエステラーゼ
５阻害剤は悪性黒色腫の分子標的とな
り得るか？

清水　香澄 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

肺高血圧における癌類似の病変形成と
退縮の分子細胞機序の解明：新規動物
モデルの検討

三谷　義英 医学部附属病院 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

白血病微小環境（骨髄及び中枢神経
系）におけるＮ―カドヘリン分子機構
の解明

岩本　彰太郎 医学部附属病院 ¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

網羅的ペプチドミクスによるＮＡＳＨ
の病態解析と分子標的の探索 山本　憲彦 医学部附属病院 ¥1,200,000

日本学術振興会
潰瘍性大腸炎関連性大腸癌に対する新
しい早期診断法有効性の検討と確立に
向けた研究

荒木　俊光 医学部附属病院 ¥500,000

補

委

小児難治性炎症性腸疾患の病態に関す
る二光子レーザー顕微鏡リアルタイム
イメージング

内田　恵一 医学部附属病院 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

補

委

日本学術振興会

遺伝子改変マウスを用いた肝線維化の
発症機序の解明と新規治療法の開発 岩佐　元雄

日本学術振興会

精神病症状を伴う気分障害の視床下
部ー下垂体系脆弱性と前頭葉ネット
ワークの障害

城山　隆 医学部附属病院



マトリックス細胞蛋白に着目したくも
膜下出血後早期脳損傷の病態解明 芝　真人 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

15-O 水PETを基準とした３テスラ心筋
血流MRIの心筋血流定量解析法の開発 石田　正樹 医学部附属病院 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

聴覚変化検出からみたうつ病の神経基
盤 元村　英史 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

膵癌撲滅に向けたテーラーメード治療
―化学放射線療法抵抗性・癌幹細胞に
対する戦略―

水野　修吾 医学部附属病院 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

二光子励起顕微鏡を用いた癌転移巣微
小環境生体内可視化による薬物動態評
価法の開発

田中　光司 医学部附属病院 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

肝細胞癌に対するミリプラチン・リピ
オドール懸濁液動注後経皮的ラジオ波
凝固療法

山中　隆嗣 医学部附属病院 ¥1,500,000

補

委

日本学術振興会

２管球CTを用いた心筋遅延造影と細胞
外液分画の評価法の確立 北川　覚也 医学部附属病院 ¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

血管内感染症に対する全血マルチプ
レックスPCRによる細菌遺伝子診断に関
する研究

田辺　正樹 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

ＰＤＥの唾液タンパク質合成・分泌促
進による新型インフルエンザの新治療
方法開発

村田　琢 医学部附属病院 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

Netsの概念に基づく２光子レーザー顕
微鏡を用いた壊死性腸炎の病態解明と
治療戦略

小池　勇樹 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

関節軟骨に対するテネイシンＣの修復
促進・変性抑制の分子機構解明と治療
への応用

長谷川　正裕 医学部附属病院 ¥1,400,000

補

委

尾本　陽一 医学部附属病院 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

肺高血圧血管病変形成におけるエピ
ジェネティクス制御 淀谷　典子 医学部附属病院 ¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

シェアストレスが胎児期静脈化決定因
子に与える影響 横山　和人 医学部附属病院 ¥700,000

補

委

日本学術振興会

日本人の医療面接における患者中心
性，患者満足度，そして医師の満足度
の関係の研究

北村　大 医学部附属病院 ¥1,200,000

補

委

日本学術振興会

脂肪肝による肝移植への挑戦－虚血再
還流障害から移植を炎症と凝固を礎と
して

岸和田　昌之 医学部附属病院 ¥600,000

補

委

日本学術振興会

生体肝移植におけるmarginal donor
graft適当拡大に関する研究 栗山　直久 医学部附属病院 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

二光子レーザー顕微鏡リアルタイムイ
メージングによるクローン病への薬剤
効果判定

井上　幹大 医学部附属病院 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

血管壁リモデリング制御因子Ｎｏｇ
ｏーＢの分子機能解析 近藤　ゆか 医学部附属病院 ¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

音による掻破行動の解析法の開発と応
用



医学系研究科

名張市

デジタルパソロジーのコンサルテー
ションへの応用 白石泰三 医学系研究科 ¥725,000

補

委

独立行政法人国
立がん研究セン
ター

名張市において望まれる地域医療に関
する調査研究事業 竹村洋典 医学系研究科 ¥2,307,692

補

委

伊藤正明

補

委

生活習慣病予防重点プロジェクト特定
健診受診率向上事業

多光子レーザー顕微鏡を用いた吸入麻
酔薬による神経細胞死の機序の解明と
予防法の開発

田川　剛志 医学部附属病院 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

間質をターゲットとする去勢抵抗性前
立腺癌新規治療戦略の探索 吉尾　裕子 医学部附属病院

¥4,615,385 名張市

補

委

厚生労働省

妊娠中の化学物質による、子どもの行
動・情動への影響評価に関する臨床
的・基礎的・疫学的研究

成田　正明 医学系研究科 ¥25,400,000

補

委

¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

プロテオミクスを用いた胆道閉鎖症の
新規マーカーの探索 大竹　耕平 医学部附属病院 ¥2,700,000

補

委

日本学術振興会

厚生労働省

炎症性動脈瘤形成症候群の新規診断法
の確立に関する研究

今中　恭子
（吉田　恭子）

医学系研究科 ¥11,700,000

補

委

厚生労働省

人工妊娠中絶の地域格差に関する研究 池田　智明 医学系研究科 ¥4,550,000

補

委

厚生労働省

わが国の妊婦死亡原因の主要疾患に関
する研究 池田　智明 医学系研究科 ¥11,500,000

補

委

厚生労働省

過疎地域等における急性心筋梗塞の急
性期治療の体制整備に関する研究 伊藤　正明 医学系研究科 ¥10,000,000

補

委

厚生労働省

CHP/NY-ESO-1　ポリぺプチドがんワク
チンの術後食道癌症例を対象とした多
施設共同前期第Ⅱ相臨床試験

珠玖　洋 医学系研究科 ¥164,400,000

補

委

厚生労働省

三重県南部に多発する家族性認知症-
パーキンソン症候群　発症因子の探索
と治療介入研究

小久保　康昌 地域イノベーション学研究科 ¥6,480,000

補

委

厚生労働省

WHOのﾁｪｯｸﾘｽﾄを用いた日本版｢手術安全
簡易評価ｼｽﾃﾑ｣の開発と適応に関する研
究

兼児　敏浩 医学部附属病院 ¥5,200,000

補

委

公益財団法人パブ
リックヘルスリ
サーチセンター

慢性心不全患者に対するAdaptive-
Servo Ventilatorに関するランダム化
比較試験（SAVIOR-C）

伊藤正明 医学系研究科 ¥107,692

補

委

厚生労働省

がん幹細胞移植ゼブラフィッシュを用
いたin vivoスクリーニング技術開発 島田康人 医学系研究科 ¥800,000

補

委

独立行政法人
科学技術振興機
構

全国を対象とした抗菌薬使用動向調査
システムの構築および感染対策防止加
算の評価

村木　優一 医学部附属病院 ¥3,900,000

先天性甲状腺機能低下症 駒田美弘 医学系研究科 ¥9,933,000

補

委

三重県

三重県先天性副腎過形成症 駒田美弘 医学系研究科 ¥9,933,000

補

委



独立行政法人国
立長寿医療研究
センター

公益財団法人エ
イズ予防財団

医学系研究科

医学部附属病院大石晃嗣

冨本秀和

医学系研究科

日本人における大脳白質病変の老年症
候群に及ぼす作用と危険因子の解明に
関する研究 血管性認知症（皮質下性）
の病態解析と診断補助ツールの作成

次世代レトロウイルスベクターによる
難治性造血器腫瘍に対するＴ細胞レセ
プター改変Ｔ細胞輸注療法

長鎖ペプチド抗原・アジュバント・デ
リバリーシステムの三位一体型次世代
がんワクチン

医学系研究科 ¥5,000,000

補

委

乳房腫瘤病変のリアルタイム超音波診
断支援システムの開発 中山良平 医学部附属病院 ¥455,000

補

委

冨本秀和
独立行政法人国
立長寿医療研究
センター

¥1,500,000

¥2,500,000

¥1,000,000

補

委

独立行政法人
科学技術振興機
構

¥2,116,892

補

委

公益財団法人あ
きた企業活性化
センター

国立大学法人名
古屋大学

国立大学法人名
古屋大学

補

委

珠玖洋 医学系研究科 ¥30,000,000

補

委

宮原慶裕

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

補

委

独立行政法人国
立がん研究セン
ター

伊藤正明

溝口明

珠玖洋

医学系研究科 ¥10,910,000

補

委

独立行政法人科
学技術振興機構

血管性認知症の病態解明と診断法、予
防・治療法の開発　皮質下血管性認知
症の診断基準

平成25年度ＨＩＶ感染者等保健福祉相
談事業（エイズ中核拠点病院相談事
業）

補

委
補

委
補

委
補

委

鈴木秀謙 医学系研究科 ¥252,000

補

委

公益財団法人先
端医療振興財団

次世代型がん治療用ワクチンの抗原最
適化デザイン技術の開発 原田直純 医学系研究科 ¥2,300,000

補

委

独立行政法人国
立がん研究セン
ター

抗原受容体改変細胞治療の開発 影山愼一 医学系研究科 ¥500,000

高齢化先進地域における地域包括ケア
および高齢者の保健医療介護に関する
研究

竹村洋典

アクリジンオレンジを用いた切除縁宿
手術、術中補助療法の標準化に向けて
の基盤的研究

松峯昭彦 医学系研究科 ¥500,000

補

委

乳房超音波画像診断における鑑別支援
システムの構築と臨床応用への可能性
の検証

中山良平 医学部附属病院 ¥1,308,000

補

委

独立行政法人
科学技術振興機
構

「効果的な複合免疫療法の確立」（Ｔ
細胞養子免疫療法における投与Ｔ細胞
と免疫効果の評価による治療戦略の構
築）

池田裕明 医学系研究科 ¥17,727,273

補

委

支出負担行為担
当官文部科学省

平成２5年度課題解決型医療機器等開発
事業「自動化による術中高速組織診断
のための新型免疫組織染色装置の開
発」（④-1 試薬及びプロトコルの標準
化の検討、④-2 　試薬キットの開発）

西村訓弘 医学系研究科

頚動脈ステント留置術後の再狭窄に対
するシロスタゾールの効果に関する多
施設共同無作為化比較試験（CAS-
CARE）

南伊勢町

非代償性心不全で入院し、体液貯留に
対してトルバプタン治療を受けた患者
に関する多施設共同前向きコホート研
究（MT FUJI study）

海馬神経回路形成と可塑性の発現にお
ける形態学的解析

バイオナノトランスポーターを応用し
たがん免疫療法の研究開発

¥63,000

¥8,000,000

¥20,000,000

公益財団法人先
端医療振興財団

独立行政法人
科学技術振興機
構

独立行政法人
科学技術振興機
構



計

(注) 1

(注) 2

(注) 3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印を付けた上で、
補助元又は委託元を記入すること。

独立行政法人国
立がん研究セン
ター

独立行政法人国
立成育医療研究
センター

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入
すること。

出口隆生

医学部附属病院

医学部附属病院

分子基盤に基づく難治性リンパ系腫瘍
の病態解明及び治療法の開発と標準的
治療法確立のための多施設共同研究

小児がんのQOL向上を目指した分子中央診断の推進を基盤と
する高度先駆的診断法開発及び心理社会的評価法　小児血液
腫瘍マーカー中央診断の推進を基盤とするフローサイトメト
リーによる高度先駆的診断法

188

¥2,800,000

¥1,000,000

補

委
補

委

山口素子



(様式第3)

2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

5 Miyake T
Departments of Pharmacy,
Mie University Graduate
School of Medicine

Impact of closed-system drug transfer
device on　exposure of environment and
healthcare provider to cyclophosphamide
in Japanese hospital.

SpringerPlus
2(1):273 (2013)

4 Kurata T
Departments of Pharmacy,
Mie University Graduate
School of Medicine

Characteristics of pemetrexed transport
by renal basolateral organic anion
transporter hOAT3

Drug Metabolism
and
Pharmacokinetics
29(2): 148-153
(2014)

3 Ikemura K
Departments of Pharmacy,
Mie University Graduate
School of Medicine

Altered pharmacokinetics of cimetidine
caused by down-regulation of renal rat
organic cation transporter 2 (rOCT2)
after liver ischemia-reperfusion injury.

Drug Metabolism
and
Pharmacokinetics
28(6): 504-509
(2013)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

番
号

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

2 Muraki Y
Departments of Pharmacy,
Mie University Graduate
School of Medicine

Nationwide surveillance of antimicrobial
consumption and resistance to Pseudomonas
aeruginosa isolates at 203 Japanese
hospitals in 2010.

Infection
41(2): 415-423
(2013)

1 Iwamoto T
Departments of Pharmacy,
Mie University Graduate
School of Medicine

Clinical application of drug delivery
systems in cancer chemotherapy: review of
the efficacy and side effects of approved
drugs.

Biological and
Pharmaceutical
Bulletin
36(5):715-718
(2013)



10 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

The relationship between pretreatment
anaemia and survival in patients with
adult soft tissue sarcoma.

Journal of
Orthopaedic
Science

9 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

Oncological outcome of patients with
deeply located soft tissue sarcoma of
the pelvis: a follow up study at
minimum 5 years after diagnosis.

European　Journal
of Surgical
Oncology

8 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

The clinical outcomes of extracorporeal
irradiated and re-implanted cemented
autologous bone graft of femoral
diaphysis after tumor resection.

International
Orthopaedics

7 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

Clinical significance of radiofrequency
ablation and metastasectomy in elderly
patinets with lung metastases from
musculoskeletal sarcomas.

Journal of Cancer
Research and
Therapeutics

6 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

The Combined use of the neutrophil-
lymphocyte ratio and C-reactive protein
level as prognostic predictors in adult
patients with soft tissue sarcoma.

Journal of
Surgical Oncology



15 Nisikawa K

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Manserin as a novel histochemical
neuroendocrine marker in prostate cancer.

Urologic Oncology

14 Iwasa M

Department of
Gastroenterology and
Hepatology, Mie
University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Japan

Nutrition therapy using a
multidisciplinary team improves survival
rates in patients with liver cirrhosis.

Nutrition 2013
Nov-Dec;29(11-
12):1418-21.

13 Kageyama S

Departments of Immuno-
Gene Therapy and Cancer
Vaccine, Mie University
Graduate School of
Medicine

Dose-dependent effects of NY-ESO-1
protein vaccine complexed with
cholesteryl pullulan (CHP-NY-ESO-1) on
immune responses and survival benefits of
esophageal cancer patients

Translational
Medicine 2013,
11:246

12 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

Role of high-sensitivity C-reactive
protein in the differentiation of
benign and malignant soft tissue
tumors.

Anticancer
Research

11 Nakamura T

Departments of
Orthopaedic Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine

Outcome of soft-tissue sarcoma patients
who were alive and event-free more than
five years after initial treatment.

Bone and Joint
Journal



20 Sasaki T

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Urinary retention caused by a urethral
cystine stone in a 10-month-old infant

Pediatric
emergency care

19 Nobuoka Y

Department of Surgery,
Mie University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Japan

Immune Response following Liver
Transplantation Compared to Kidney
Transplantation: Usefulness of Monitoring
Peripheral Blood CD4+ Adenosine
Triphosphate Activity and Cytochrome P450
3A5 Genotype Assay

Clinical and
Developmental
Immunology

18 N Takagi

Department of Radiology,
Mie University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Japan

Renal cell carcinoma: radiofrequency
ablation with a multiple-electrode
switching system--a phase II clinical
study.

Radiology

17 Kato M

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Activation of FGF2-FGFR Signaling in the
Castrated Mouse Prostate Stimulates the
Proliferation of Basal Epithelial Cells.

Biology of
reproduction

16 Iwamoto Y

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Oral naftopidil suppresses human renal-
cell carcinoma by inducing G(1) cell-
cycle arrest in tumor and vascular
endothelial cells.

Cancer prevention
research



25
 Katsurahara
M

Department of Endoscopic
Medicine, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Mie,
Japan.

 Duodenal metastasis from subcutaneous
angiosarcoma of the head: rare cause of
obscure gastrointestinal bleeding.

Dig
Endosc. 2014
Mar;26(2):291.
doi:
10.1111/den.12198
. Epub 2013 Nov
13. PubMed
PMID: 24219309.

24 Inoue H

Department of
Gastroenterology and
Hepatology, Mie
University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Mie, Japan.

Spontaneous fistulization of infected
walled-off pancreatic necrosis into the
duodenum and colon.

Dig Endosc. 2014
Mar;26(2):293.
doi:
10.1111/den.12210
. Epub 2013 Dec
4. PubMed PMID:
24303989.

23
Katsurahara
M

Department of Endoscopic
Medicine, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Mie,
Japan.

Colonic xanthoma: a rare non-neoplastic
polypoid lesion.

Endoscopy.
2014;46 Suppl 1
UCTN:E53. doi:
10.1055/s-0033-
1359118. Epub
2014 Feb 12.
PubMed PMID:
24523180.

22 Nisikawa K

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Usefulness of monitoring cell-mediated
immunity for predicting post-kidney
transplantation viral infection

Transplantation
proceedings

21 Sasaki T

Department of Nephro-
Urologic Surgery and
Andrology, Mie University
Graduate School of
Medicine, Tsu, Japan

Ewing's　sarcoma(ES)/primitive
neuroectodermal tumor(PNET) arising from
the adrenal gland
: a case report and literature review

Tumori



30 Kobayashi M1

Department of
Otorhinolaryngology, Head
& Neck Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine,

Blockade of interleukin-6 receptor
suppresses inflammatory reaction and
facilitates functional recovery following
olfactory system injury.

Neurosci Res.
2013
Jul;76(3):125-32.

29 Iwasa M

Department of
Gastroenterology and
Hepatology, Mie
University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Mie, Japan.

Branched-Chain Amio Acid Supplementation
Reduces Oxidative Stress and Prolongs
Survival in Rats with Advanced Liver
Cirrhosis

PLoS One. 2013
Jul
25;8(7):e70309.
doi:
10.1371/journal.p
one.0070309.
Print 2013.
PubMed PMID:
23936183; PubMed
Central PMCID:
PMC3723692.

28 Kobayashi Y

Center for Physical and
Mental Health, Mie
University Graduate
School of Medicine, Mie,
Japan.

Education and Imaging. Hepatobiliary and
pancreatic: Duodenal bleeding from a
hepatic artery aneurysm.

J Gastroenterol
Hepatol. 2013
Aug;28(8):1256.
doi:
10.1111/jgh.12323
. PubMed PMID:
23875636.

27
Mifuji-
Moroka R

Department of
Gastroenterology and
Hepatology, Mie
University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Mie, Japan.

Iron overload and glucose abnormalities
in
chronic hepatitis C virus infection:
phlebotomy lowers risk of new-onset
diabetes.

Hepatogastroenter
ology. 2013
Oct;60(127):1736-
41. PubMed PMID:
24634944.

26 Iwasa M

Department of
Gastroenterology and
Hepatology, Mie
University Graduate
School of Medicine, Tsu,
Mie, Japan.

Nutrition therapy using a
multidisciplinary team improves survival
rates in patients with liver cirrhosis

 Nutrition. 2013
Nov-Dec;29(11-
12):1418-21. doi:
10.1016/j.nut.201
3.05.016. PubMed
PMID: 24103520.



35 Ogawa T

Department of Breast
Surgery, Mie University
Graduate School of
Medicine,

Abdominal advancement flap as
oncoplastic breast conservation: report
of seven cases and their cosmetic
results.

J Breast Cancer.
2013
Jun;16(2):236-43

34 Ogawa T.

Department of Breast
Surgery, Mie University
Graduate School of
Medicine,

Goldilocks mastectomy for obese
Japanese females with breast ptosis.

Asian J Surg.
2013 Aug 22

33 Ogawa T.

Department of Breast
Surgery, Mie University
Graduate School of
Medicine,

Usefulness of breast-conserving surgery
using the round block technique or
modified round block technique in
Japanese females.

Asian J Surg.
2014 Jan;37(1):8-
14

32 Sakaida H

Department of
Otorhinolaryngology, Head
& Neck Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine,

Analysis of factors influencing
sensitization of Japanese cedar pollen in
asymptomatic subjects.

Auris Nasus
Larynx. 2013
;40(6):543-7

31 Shah SA

Department of
Otorhinolaryngology, Head
& Neck Surgery, Mie
University Graduate
School of Medicine,

Effects of Interleukin-31 on MUC5AC Gene
Expression in Nasal Allergic
Inflammation.

Pharmacology.
2013;91(3-4):158-
64.



40 Miyagi H
Department of Radiology,
Mie University Graduate
School of Medicine,

Quantitative assessment of myocardial
strain with displacement encoding with
stimulated echoes MRI in patients with
coronary artery disease.

Int J Cardiovasc
Imaging. 2013
Dec;29(8):1779-86

39 H Iwata

Department of
Hepatobiliary Pancreatic
and Transplant Surgery,
Mie University Graduate
School of Medicine,

Negative Prognostic Impact of Renal
Replacement Therapy in Adult Living-donor
Liver Transplant Recipients: Preoperative
Recipient Condition and Donor Factors

Transplantation
Proceedings
Volume 46, Issue
3, April 2014,
Pages 716–720

38 Kaneko T

Department of Patient
Safety and intection
Control, Mie University
Graduate School of
Medicine,

Postmortem Computed Tomography is an
Informative Approach to Determining
Inpatient Cause of Death but Two Factors
Require Noting from the Viewpoint of
Patient Safety

Journal of
Healthcare
Technology and
Management 1: 1-
9,2013

37 Yamashita M
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Surgery, Mie University
Graduate School of
Medicine,

An uncommon case of T1b breast cancer
with diabetic mastopathy in type II
diabetes mellitus.

Breast Cancer.
2013
Jan;20(1):92-6

36 Kashikura Y

Department of Breast
Surgery, Mie University
Graduate School of
Medicine,

Improved differential diagnosis of
breast masses on ultrasonographic
images with a computer-aided diagnosis
scheme for determining histological
classifications.

Acad Radiol. 2013
Apr;20(4):471-7



45 Suzuki K

Department of Hematology
and Oncology, Mie
University Graduate
School of Medicine and
Emergency and Critical
Care Center, Mie
University Hospital.

Oxaliplatin-induced acute
thrombocytopenia: a case report and
review of the literature.

Intern Med.
52(5):611-5,
2013.

44 Liu B

Department of Hematology
and Oncology, Department
of Cancer Vaccine, and
Department of
Microbiology and
Molecular Genetics, Mie
University Graduate
School of Medicine,
Department of Life
Science, Tokyo University
of Pharmacy and Life
Sciences, and Center for
Cell and Gene Therapy,

Manipulation of human early T
lymphopoiesis by coculture on human bone
marrow stromal cells: Potential utility
for adoptive immunotherapy.

Exp Hematol.
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2013.

43 Ino K
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University Graduate
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Monocytes infiltrate the pancreas via the
MCP-1/CCR2 pathway and differentiate into
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Elevated fibrin-related markers in
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Elevated plasma levels of soluble
platelet glycoprotein VI (GPVI) in
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50 Waro T
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Neurosurgery, Mie
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initial anatomic result after
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49 Yoichi M

 Department of
Neurosurgery, Mie
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Low wall shear stress is independently
associated with the rupture status of
middle cerebral artery aneurysms
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48 Masato S

 Department of
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Role of platelet-derived growth factor in
cerebral vasospasm after subarachnoid
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47 Hidenori S

 Department of
Neurosurgery, Mie
University Graduate
School of Medicine
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Effect of aneurysm treatment modalities
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the risk of lymphedema, lymphangitis, and
deep vein thrombosis after
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Case Report
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(0039-2359)別冊呼
吸器疾患-state of
arts Ver.6
Page429-
431(2013.04)

岩佐 元雄(三重
大学 大学院医
学系研究科臨床
医学講座消化器
内科学)

消化器・肝臓内科 【アルコールと栄養】 アルコール性臓器障害と栄養

Frontiers in
Alcoholism(2187-
9613)2巻1号
Page36-
40(2014.01)



村林奈緒、佐川
典正、池田智明

産科婦人科学教室 DOHaDと動物モデル
産科と婦人科/
80(5)580-584

村林奈緒、池田
智明

産科婦人科学教室
産婦人科当直医マニュアル－慌てないための虎の巻
Ⅲ産科編　２周産期救急の初期対応　周産期心筋症

臨床婦人科産科
/67(4)160-161176

174

175

172

173

山田 玲子(三重
大学医学部附属
病院 消化器肝
臓内科), 井上
宏之, 野尻 圭
一郎, 二宮 克
仁, 田野 俊介,
葛原 正樹, 濱
田 康彦, 田中
匡介, 堀木 紀
行, 竹井 謙之

消化器・肝臓内科（2
内）

壊死性膵炎後walled-off necrosisに対する複合的治
療

Gastroenterologic
al
Endoscopy(0387-
1207)56巻1号
Page58-
63(2014.01)

田丸智己、水野
聡朗、小田裕
靖、菅原由美
子、斎藤佳菜
子、山下芳樹、
影山慎一、内田
克典、今井
裕、松岡信良、
片山直之

三重大学医学部附属病院
血液・腫瘍内科、病理
部、岡波総合病院内科

スニチニブにて長期間Stable Diseaseが得られた高分
化型神経内分泌腫瘍の1例

癌と化学療法　40
巻9号 Page 1237-
1240

鈴木　圭、川本
英嗣、横山和
人、仲田智之、
藤岡正紀、片山
直之、今井　寛

三重大学大学院医学系研
究科血液・腫瘍内科学、
三重大学医学部附属病院
救命救急センター

当院における門脈ガス血症8例の臨床的検討
日本救急医学会雑
誌　24巻12号 Page
1013-1019



池田智明 産科婦人科学教室
平成22年/平成23年日本産科婦人科学会による悉皆調
査報告

妊娠分娩と脳卒中
The Mt.Fuji
Workshop on CVD
/31　104-107

ペリネイタルケア
/32(7)20-23

平田徹、池田智
明、須藤保、西
村隆一郎

産科婦人科学教室 周産期の立場から考えるがん・生殖医療
がん・生殖医療
妊孕性温存の診療
/206-213

池田智明 産科婦人科学教室 妊娠分娩に関する基礎知識

妊娠分娩と脳卒中
The Mt.Fuji
Workshop on CVD/
31　1-6

池田智明 産科婦人科学教室 胎児心拍数モニタリング集中トレーニング 著書

180

181

178

179

177

村林奈緒、池田
智明

産科婦人科学教室 CTGモニターで胎児機能不全を見落としていた！



池田智明、大里
和広

産科婦人科学教室 心疾患合併妊娠
産科婦人科疾患最
新の治療2013-2015
/92-93

鳥谷部 邦明、
田中 浩彦、千
田 時弘、伊藤
譲子、井澤 美
穂、朝倉 徹
夫、谷口 晴
記、長尾 賢
治、近藤 英司

産科婦人科学教室
卵巣明細胞境界悪性腫瘍に対し二期的に腹腔鏡下で基
本術式(卵巣がん治療ガイドラインによる)相当の手技
を施行した1例

日本産科婦人科内
視鏡学会雑誌
/29(1)

鳥谷部 邦明、
田中 浩彦、千
田 時弘、伊藤
譲子、小林 良
成、井澤 美
穂、朝倉 徹、
谷口 晴記

産科婦人科学教室 腹腔鏡下に治療した卵管成熟奇形腫の1例
日本産科婦人科内
視鏡学会雑誌
/29(1)

池田智明、神元
有紀

産科婦人科学教室
国内学会・研究会報告　第19回日本胎児心臓病学会学
術集会

Fetal＆Neonatal
Medicine/5(2)51

田畑務 産科婦人科学教室 婦人科がんの血栓症対策　周術期の管理
婦人科産科
/67(11)1169-1173

186

184

185

182

183



池田智明、大里
和広

産科婦人科学教室 胎児附属物の異常による分娩障害

新体系看護学全書
母性看護学2　マタ
ニティサイクルに
おける母子の健康
と看護/138-157

大里和弘 産科婦人科学教室 胎児機能不全
今日の治療指針
2014/1196-1197

池田智明、大里
和弘

産科婦人科学教室 わが国の母体死亡の現状-母体安全の提言より-
臨床婦人科産科
/67(12)1264-1269

田畑務 産科婦人科学教室 細胞診・子宮体がん検診

ﾌﾟﾛﾒﾃｳｽ婦人科がん
最新医療　～産婦
人科の実際臨時増
刊号～　/1752-
1755

池田智明 産科婦人科学教室 母体安全への提言～妊産婦死亡の検討から～
分娩と麻酔　/95
1-7

190

191

188

189

187



田畑　務 産科婦人科学教室
子宮体癌・卵巣癌におけるStaging Laparotomy -en
bloc骨盤・傍大動脈リンパ節郭清術

著書

村林奈緒、池田
智明

産科婦人科学教室 臍帯動脈血ガス

ペリネイタルケア
産科の臨床検査
ディクショナリー
/429 224-226

村林奈緒、池田
智明

産科婦人科学教室 Apgarスコア

ペリネイタルケア
産科の臨床検査
ディクショナリー
/429 227-229

池田智明、杉山
隆、前沢忠志

産科婦人科学教室 胎児心拍数モニタリング
新版助産師業務要
覧Ⅱ実践編 第２版
166-173

村林奈緒、池田
智明

産科婦人科学教室 胎児心拍数モニタリング

ペリネイタルケア
産科の臨床検査
ディクショナリー
/429 198-206

196

194

195

192

193



渡邉純子、神元
有紀、西岡美喜
子、吉田健太、
鈴木僚、高山恵
理奈、村林奈
緒、梅川孝、杉
山隆、池田智明

産科婦人科学教室 妊娠9週に卵巣過剰刺激症群を発症した一例
東海産科婦人科学
会雑誌/50　79-83

谷田耕治、田畑
務、平田徹、本
橋卓、奥川利
治、池田智明

産科婦人科学教室
パクリタキセル+カルボプラチン療法が奏功した血液
透析中の再発子宮体癌の一例

三重県産婦人科医
報/32　117-121

西岡美喜子、前
川有香、前田佳
紀、日下秀人、
前田眞

産科婦人科学教室
当院における妊娠高血圧症候群と胎児発育不全の臨床
的検討-母体年齢と発症時期-

三重県産婦人科医
報/32　123-128

真木晋太郎、村
林奈緒、河村卓
弥、島田京子、
武田真由子、道
端肇、鳥谷部邦
明、高山恵理
奈、神元有紀、
大里和広、奥川
利治、田畑務、
池田智明

産科婦人科学教室
胎児心拍を認めたがMTX治療が奏効した子宮頚管妊娠
の1例

東海産科婦人科学
会雑誌/50　85-89

神元有紀 産科婦人科学教室 わが国における脳性麻痺発生状況と産科医療補償制度
東海産科婦人科学
会雑誌/50　1-7198
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小川朋子、花村
典子、山下雅
子、伊藤みの
り、木村弘子、
中村卓、柏倉由
実、野原有起、
野呂綾、稲上馨
子

三重大学医学部附属病院
乳腺外科

Modified round block techniqueとabdominal
advancement flapを組み合わせたoncoplastic
surgeryを施行した1例

乳癌の臨床28巻5号
Page535-
540(2013.10)

木村弘子、小川
朋子、山下雅
子、花村典子、
臼井正信、伊佐
地秀司、今井裕

三重大学医学部附属病院
乳腺外科

7.5cmの単発肝転移を伴ったT1a乳癌の1例
乳癌の臨床28巻3号
Page337-
343(2013.06)

本橋卓、田中浩
彦、鳥谷部邦
明、千田時弘、
近藤英司、池田
智明

産科婦人科学教室 腹腔鏡下に治療した卵管間質部妊娠の3例
三重県産婦人科医
報/32　129-134

紀平力、前田佳
紀、西岡美喜
子、前川有香、
日下秀人、前田
眞

産科婦人科学教室
一絨毛膜二羊膜双胎症例における出生時体重差と臍帯
付着部異常の関連性について

三重県産婦人科医
報/32　135-140

小川朋子、花村
典子、山下雅
子、伊藤みの
り、木村弘子、
中村卓、柏倉由
実、野原有起、
野呂綾、稲上馨
子

三重大学医学部附属病院
乳腺外科

両側上部領域乳癌に対し真皮脂肪乳腺弁を用いて乳房
形成を行った1例

乳癌の臨床28巻4号
Page435-
439(2013.08)
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佐藤正之 認知症センター 専門外やナースもできる認知症の見立て方
月間ナーシング
33(11): 21-25,
2013.

小川朋子、花村
典子、山下雅
子、伊藤みの
り、木村弘子、
中村卓、柏倉由
実、野原有起、
野呂綾、稲上馨
子

三重大学医学部附属病院
乳腺外科

Recquet mammoplastyとabdominal advancement flap
を組み合わせたoncoplastic surgery

乳癌の臨床28巻2号
Page207-
212(2013.04)

佐藤正之 認知症センター 音楽療法の客観的治療効果―現状と課題―
日本音響学会誌
69(1): 24-27,
2013.

佐藤正之 認知症センター
デイサービス利用を拒否する患者さんに対する有効な
対策を教えてください

治療特別編集：認
知症でお困りです
か？　204-207,
2013.

稲上馨子、花村
典子、山下雅
子、木村弘子、
柏倉由実、伊藤
みのり、野原有
起、三井貴子、
前田菜美、落合
三奈恵、田村文
香、北山美香、
今井裕、小塚祐
司、小川朋子

三重大学医学部附属病院
乳腺外科

ステレオガイド下マンモトーム生検の検討　画像の診
断精度と経過観察方針について

日本乳癌検診学会
誌22巻2号
Page317-
322(2013.07)
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佐藤正之 認知症センター 音楽療法
認知症ハンドブッ
ク、pp.278-282、
2013

田口智宏, 家
研也.

総合診療科
診療所・小病院での学生・研修医指導を考える. 第１
回「CBMEとは？」

日本プライマリ・
ケア連合学会誌

家 研也 総合診療科
診療所・小病院での学生・研修医指導を考える. 第５
回「施設の軸—地域施設と大学の共生関係」

日本プライマリ・
ケア連合学会誌

佐藤正之 認知症センター 科学的根拠のある音楽療法の広がりをめざして
週刊医学界新聞、
第3033号、p.4.
2013.

佐藤正之、冨本
秀和

認知症センター 皮質下血管性認知症
認知症ハンドブッ
ク、pp.788-796、
2013
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221 吉本尚
大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

 【見逃してはいけない!アルコール関連問題】 知っ
ておきたいアルコール問題への対応方法　SBIRT

JIM: Journal of
Integrated
Medicine

219
吉本尚, 小松知
己, 猪野亜郎

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

 【物質使用障害とアディクション　臨床ハンドブッ
ク】 (第II部)アルコール使用障害　アルコール問題
に対する早期介入　アルコール使用障害へのSBIRT

精神科治療学

220
猪野亜郎, 高瀬
幸次郎, 片岡千
都子, 吉本尚

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

【物質使用障害とアディクション　臨床ハンドブッ
ク】 (第II部)アルコール使用障害　アルコール問題
に対する早期介入　救急外来(Emergency Room:ER)を
受診するアルコール使用障害患者への支援

精神科治療学

田口智博、飛松
正樹

総合診療科
コーチングの意図と構造～面談のコンテキストとGROW
モデル～.　In：松尾理 編集. コーチングの基礎から
応用へ.

学際企画, 26-29,
2013

218 田口智博 総合診療科
CBME(community-based medical education : 地域基
盤型医学教育) 　診療所・小病院での学生・研修医指
導を考える(第1回)総論「CBMEとは?」

日本プライマリ・
ケア連合学会誌
36(3), 242-245,
2013-09
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222
猪野亜郎, 吉本
尚

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

. 【見逃してはいけない!アルコール関連問題】 アル
コール関連問題への対応のための多機関・多職種の連
携

225
関本美穂，井伊
雅子

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

医師数,医療機関数,病床数,患者数のバランスから評
価した医療資源の地域格差とその推移

0

226 竹村洋典
三重大学医学系研究科
家庭医療学

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　総論

週刊日本医事新報
No.4662　p6

JIM: Journal of
Integrated
Medicine

吉本尚, 村上克
介, 竹村洋典

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

害の少ない飲酒と危険な飲酒 : 共通教育「医学概
論」における、大学生のアルコールの害を減らすため
の授業に関する実践報告と考察、提言

大学教育研究 : 三
重大学授業研究交
流誌

猪野亜朗, 吉本
尚, 水谷直巳,
加藤尚久, 広藤
秀雄, 竹村洋典

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

アルコール専門外来と一般診療科外来受診者による救
急車利用の対比

 日本アルコール・
薬物医学会雑誌
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231 御前秀和
大学院医学系研究科　伊
賀地域医療学

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　高齢者へのアプローチ（CGA）

週刊日本医事新報
No.4662　p27

229 高村昭輝
大学院医学系研究科　伊
賀地域医療学

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　小児・思春期へのアプローチ

週刊日本医事新報
No.4662　p19

230
岩佐紘・田口智
博

三重大学医学部附属病院
総合診療科

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　ヘルスメンテナンス

週刊日本医事新報
No.4662　p23

北村　大
三重大学医学部附属病院
総合診療科

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　個人へのアプローチ

週刊日本医事新報
No.4662　p8

228 近藤諭, 吉本尚
大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　家族へのアプローチ

週刊日本医事新報
No.4662　p12
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232

233

234 田口智博
三重大学医学部附属病院
総合診療科

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　臨床倫理

週刊日本医事新報
No.4662　p49

吉本尚
大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　予防と行動変容

週刊日本医事新報
No.4662　p41

家研也
三重大学医学部附属病院
総合診療科

 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療
科的アプローチ　こうすればUP】 第1章アプローチ法
のいろいろ　女性へのアプローチ

週刊日本医事新報
No.4662　p31

235
江角悠太・北村
大

三重大学医学部附属病院
総合診療科

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　かぜ症候群患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p54

236
鶴田真三・山本
政和

三重大学・亀山地域医療
学

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　高血圧患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p62



240 家研也
三重大学医学部附属病院
総合診療科

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　更年期障害患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p91

241
北村大・鳥谷部
真実

三重大学医学部附属病院
総合診療科

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　うつ病患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p102

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　脂質異常症患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p70

238
和田健治・小嶋
秀治

大学院医学系研究科　津
地域医療学講座

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　気管支喘息患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p74

239 高村昭輝
大学院医学系研究科　伊
賀地域医療学

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　小児のかぜ症候群

週刊日本医事新報
No.4662　p87

237 竹田啓・北村大
三重大学医学部附属病院
総合診療科



(注) 1 　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

(注) 2 　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
(注) 3 　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

242 山本政和
三重大学・亀山地域医療
学

【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ　総合診療科
的アプローチ　こうすればUP】 第2章アプローチのポ
イント～Tips集　認知症患者の場合

週刊日本医事新報
No.4662　p106



(様式第3)

3　高度の医療技術の開発及び評価の実施体制
(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・手順書の主な内容

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回

(注) 1

(注) 2

(2)利益相反を管理するための措置

① 有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・規定の主な内容

③ 年 6 回

(注)

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 3 回

・研修の主な内容

(注) 「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報
告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（そ
の場合には、その旨を明らかとすること）。

臨床研究の審査、倫理審査委員会の組織及び運営、臨床研究の実施、重篤な有害事象及び不都合等の報告、
研究経過及び結果の報告、臨床研究に関する教育、利益相反に関すること、厚生労働大臣等への報告事項、
自己点検、厚生労働大臣等の調査への協力、臨床研究等の公開

・臨床研究に係わる利益相反行為に関するマネジメントの方針及び方法の原案の作成
・臨床研究に係わる利益相反行為者への改善措置に関する勧告又は指示の原案の作成
・臨床研究に係わる利益相反行為に関するマネジメントのための調査の実施及びその結果の分析
・情報公開のための原案の作成

　ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理指針に関する研修会、臨床研究倫理指針及び治験に関する研修会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○
印を付けること。

「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告において開
催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合に
は、その旨を明らかとすること）。

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の設置状況

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況

「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る報告につ
いては、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績
を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。



(様式第4)

1　研修の内容

2　研修の実績
人

(注)　前年度の研修医の実績を記入すること。

3　研修統括者

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

(注) 1

(注) 2

(注) 3

有馬 公伸 泌尿器科 准教授 34

講師 20 H23.7.1～H25.6.30休職

山中 恵一 皮膚科 准教授 21 H15.5.16～H17.6.30休職

杉村 芳樹 泌尿器科 教授 36

竹村 洋典 総合診療科 教授

研 修 医 の 人 数 61

伊佐地 秀司 肝胆膵外科 教授
白石 泰三 病理部 教授

武田 多一 救急科 准教授
乾　真登可 歯科口腔外科

竹内 万彦 耳鼻咽喉科 教授

准教授

佐久間 肇 放射線科 教授 H5.11.1～H8.3.31休職

宮部 雅幸 麻酔科 教授

35

平山　雅浩 小児科 准教授

田畑 務 産婦人科 准教授
近藤　峰生 眼科 教授 H11.1.25～H13.1.25休職

谷井 久志 精神科 准教授 22
長谷川 正裕 整形外科 講師 24
当麻　直樹 脳神経外科

新保 秀人 心臓血管・呼吸器外科 教授
毛利 靖彦 消化管・小児外科 准教授
花村 典子 乳腺外科 講師

講師 H7.9.1～H9.3.31休職
桝屋 正浩 血液・腫瘍内科 准教授
矢野 裕 糖尿病内分泌内科 准教授

医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科に
ついては、必ず記載すること。

内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

ＭＭＣ総合内科後期研修プログラム、血液内科専門医取得コース、糖尿病専門医取得コース、内分泌・代謝
専門医取得コース、肥満症専門医取得コース、神経内科後期研修プログラム、外科専門医取得コース、消化
器外科専門医コース、内視鏡外科専門医コース、肝胆膵外科専門医コース、移植外科専門医コース、炎症性
腸疾患外科治療教育コース、腫瘍外科医を目指した大腸がん集学的治療コース、消化器腹腔鏡外科治療教育
コース、三重大学呼吸器外科専門医コース、整形外科後期研修プログラム、産婦人科後期研修プログラム、
小児科後期研修プログラム、皮膚科後期研修プラグラム、眼科専門医取得コース、耳鼻咽喉・頭頚部外科後
期研修プログラム、精神科専門医取得コース、三重大学家庭医療学プログラム、放射線科専門医取得コー
ス、病理部研修プログラム

小林 裕康 呼吸器内科 講師

19
25
28
29
35
24
22
28

28
23
30
29
35
28

35
35
26

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

臨床経験年数研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 特 記 事 項
27
28
26

石川 英二 腎臓内科 講師

准教授消化器・肝臓内科岩佐 元雄
中村 真潮 循環器・総合内科 教授

谷口 彰 神経内科



(様式第4)

4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 　高度の医療に関する研修について記載すること。
(注) 2

　２回（平成２６年２月）

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規則
第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対
象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中の業務報告においては、平
成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らか
とすること）。

　個人情報漏洩防止に関する研修

　３８０人



(様式第5)

１．計画 ２．現状

診療に関する諸記録

　高度の医療の提供の実績

　高度の医療の研修の実績
　閲覧実績

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別
管理責任者氏名

管理担当者氏名

病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、紹介状、退院した患
者に係る入院期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書

中央放射線部長　　佐久間　肇            薬剤部長　　　　　奥田　真弘
医療安全・感染管理部長    兼児　敏浩　　医療福祉支援ｾﾝﾀｰ長  内田　恵一
事務部総務課長　　山田　浩之     　　　 事務部医療サービス課長　　草川弥生

病院長　　伊藤　正明

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

従業者数を明らかにする帳
簿

保 管 場 所 管 理 方 法

高度の医療技術の開発及び
評価の実績

各診療科

全科電子カルテを導入

紙カルテは、
外来：一患者各診療科カルテ
入院：一患者共通カルテ方式をとっている。
また、紙カルテは
①外来患者は外来カルテ庫
②入院患者は入院中は各科病棟、退院後は病歴室
に保管。

総務課

医療サービス課

紹介患者に対する医療提供
の実績

医療サービス課

総務課
総務課

医療サービス課

医療サービス課、
薬剤部

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

専任の院内感染対策
を行う者の配置状況

医療に係る安全管理
を行う部門の配置状況

当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況

入院患者数、外来患者及び
調剤の数を明らかにする帳簿

医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況

医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況

医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況

医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況

医療サービス課、
医療安全・感染管
理部

医療サービス課、
医療福祉支援セン
ター

医療サービス課、
医療安全・感染管
理部

総務課、医療サー
ビス課、医療安
全・感染管理部

総務課、医療サー
ビス課、医療安
全・感染管理部

医療サービス課、
医療安全・感染管
理部

医療サービス課、
医療安全・感染管
理部

総務課

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況



(注)

　経営管理課
　臨床工学部

　臨床工学部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。

　総務課
　薬剤部

　薬剤部

　薬剤部

　総務課

　総務課
　臨床工学部

　総務課

　総務課

　総務課

　総務課

　総務課

医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

保 管 場 所 管 理 方 法

院内感染のための指
針の策定状況

院内感染対策のため
の委員会の開催状況

従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況

医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況

医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況

従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況

感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況

従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況

医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況

医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況



(様式第6)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法
１．計画 ２．現状

閲覧の手続の概要

(注)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績
延 件
延 件
延 件
延 件
延 件

(注)　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

国
地 方 公 共 団 体

0
0
0
0
0

歯 科 医 師

①規程に定められた閲覧申込書を，原則として閲覧を希望する2週間前までに病院長に提出する
②病院長は、前項の申込みを適当と認めるときは，閲覧承認書(別紙様式第2)を交付する
③閲覧に際しては，閲覧担当者が立ち会った上でおこなう

既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現状に
ついて、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に○印
を付けること。

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数
閲 覧 者 別 医 師

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧の求めに応じる場所

閲 覧 責 任 者 氏 名
閲 覧 担 当 者 氏 名

計画・現状の別

　病態医科学研究棟２階　大会議室
　事務部総務課長　　山田　浩之
　病院長　　　伊藤　正明



(様式第6)

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 名）・無

・安全管理について
・医療事故の防止について
・医薬品の安全使用について
・医療機器について
・健康診断について

・ヒヤリハットニュースを発行(月１回及び必要に応じて随時)し、リスクマネージャー会議を開催(年６回)
することにより、リスクマネージャーを通じて、インシデントレポートから積極的に収集した情報並びに医
療問題対策委員会、医療の質・倫理検討委員会及び安全管理部会議において決定した事故防止策・対応策等
の必要な情報を医療現場に周知徹底する。
・各医療現場のリスクマネージャーにより、医療事故の原因及び防止方法並びに医療体制の改善方法につい
て独自に検討及び提言を行う。
・各医療現場のリスクマネージャーにより、独自に事故防止のための研修会及び勉強会を開き、医療事故防
止のための啓蒙活動を行う。

3

4

3

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況

・

・安全管理のための委員会、その他医療機関内の組織に関する基本事項
・安全管理のための職員研修に関する基本方針
・医療機関内における事故報告書等の医療に係る安全確保のための改善策に関する基本方針
・医療事故等発生の対応に関する基本方針
・患者からの相談への対応に関する指針
・その他医療安全の推進のために必要な基本方針

75

○医療問題対策委員会　（年１１回）
  医療法制に関する事項、医療事故の予防に関する事項、医療事故発生時の対策に関する事項、医療紛争の
処理に関する事項及び医療訴訟に関する事項の審議を行う。
○安全管理部会議　（年１１回）
　インシデントレポートの収集と管理、報告された事故の原因や状況の分析、原因分析の結果を踏まえて事
故発生の防止策と事故発生後の対応策を講じ、必要な情報を現場のスタッフにフィードバックする。
　また、医療事故防止に係る病院内の巡視・点検・評価に関すること、医療事故防止にかかわる業務改善の
提言・指導に関すること、安全管理に係わる教育・研修・啓発に関すること、医療事故防止対策マニュアル
に関すること、ヒヤリハットニュースの発行に関すること、リスクマネージャー会議に関すること。
○リスクマネージャー会議　（年６回）
　医療問題対策委員会及び安全管理室会議において決定した事故防止策・対応策等の必要な情報を医療現場
に周知徹底させる。
○医療の質・倫理検討委員会　（年１１回）
　死亡例及び重症合併症例の検討、先端医療、終末期医療、診療拒否、移植医療、その他の倫理的問題につ
いて審議する。



⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 有 無

・所属職員： 専任（ ）名 兼任（ ）名

・活動の主な内容：

⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 有 無・

・

インシデントレポートの検討や、事故防止対策の立案、現場の点検・改善への支援、専門委員会への検討や
改善の申し入れ、職員及び学生への安全研修の企画や運営、「ヒヤリハットニュース」の発行、リスクマ
ネージャーによる情報提供を主たる業務とする。

3



(様式第6)

① 院内感染対策のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

従業者の感染管理に関する知識向上を図っている。（院内感染対策、職員手帳、ＨＩＶ感染症　等）

地域の感染対策強化を図るために，感染対策セミナ－を行っている。（月1回程度）

院内感染対策のための体制の確保に係る措置

・

1．院内感染対策に関する基本的な考え方　　　　2．委員会等の組織に関する基本的事項
3．職員研修に関する基本方針　　　　　　　　　4．発生状況の報告に関する基本方針
5．感染発生対応に関する基本方針　　　　　　　6．指針の閲覧に関する基本方針
7．その他の必要な基本方針

11

1．院内感染の実態の把握，薬剤耐性の動向その他院内感染のための調査，研究を行う。
2．感染症患者及び健康保菌者等の取扱い，滅菌及び消毒，清潔区域及び医療材料の清潔保持その他院内感染
防止のための予防対策を行う。
3．院内感染防止についての指針の作成及び職員の教育，指導を行う。

2



(様式第6)

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （有・無）

・業務の主な内容：

④

・医薬品に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

【収集方法】　　医薬品に係る添付文書等の収集、メーカー等から収集、インターネット、文献等からの収
集
【周知方法等】　薬剤部発行の院内医薬品情報誌に掲載し周知、オンライン医薬品集に「お知らせ」として
                掲載し周知、薬剤部ホームページへの掲載、必要に応じて院内メール又は文書等の通知に
                て周知、病棟担当薬剤師がカンファレンス等にて説明し周知
【改善方法等】　業務実施状況を確認し、必要に応じて手順書の改定を行う院内で発生した副作用を収集す
                る体制の整備

医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための
方策の実施状況

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

5

・医薬品の安全使用のための業務に関する手順書について
・麻薬の取扱いについて

１．医薬品の採用・購入に関する事項　２．医薬品の管理に関する事項（麻薬等の管理方法等）
３．患者の持参薬歴情報の収集方法、処方箋の記載方法 ４．患者に対する与薬や服薬指導に関する事項
５．医薬品の安全使用に係る情報の取扱いに関する事項 ６．他施設（病院等、薬局等）との関係に関する事
項



(様式第6)

① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・計画の作成 （有・無）

・保守点検の主な内容：

④

・医療機器に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

１．装置毎に添付文書・保守点検マニュアル及び安全性情報を冊子として配布
２．管理、機器に関わる者に関してはＷＧ等を設置し周知徹底を行う
３．医薬品医療機器総合機構への病院ホームページ及びＭＥ室ホームページからのリンク
４．ＭＥ室ホームページからのマニュアル等の閲覧システム
５．看護師と連携した医療機器中央管理委員会（年４回開催）にて周知

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

12

①有効性・安全性に関する事項
②機器の使用方法に関する事項
③保守点検に関する事項
④不具合等が発生した場合の対応
⑤使用に関して特に法令上遵守すべき事項

  臨床工学技士による点検とメーカ委託による点検の実施

医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のた
めの方策の実施状況



(様式第7)

1　病院の機能に関する第三者による評価

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○ 有 無

・評価を行った機関名、評価を受けた時期

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。

2　果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○ 有 無

・情報発信の方法、内容等の概要

3　複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○ 有 無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

がんセンター等で，診療科間及び職種の枠を超えた連携によるチーム医療，集学的治療を推進している。

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

・

日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価の認定を受けている。（2005年7月認定，2010年更新）

・

病院ホームページのほか，季刊広報誌を発行して駅，ショッピングセンターなどに置いて手にとってもらう
ことにより，地域住民にむけて情報発信を行っている。

・


